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平成２２年度地価調査結果について

公表日：平成２２年９月２２日

秋 田 県 建 設 交 通 部 建 設 管 理 課

１ 調査の目的

、 、本調査は 国土利用計画法に基づく監視区域内等の土地取引の届出審査に当たり

適正な取引予定価格を算定する規準とするとともに、本調査の結果を公表すること

により、国が行う地価公示とあわせて、一般の土地取引における取引価格の指標と

する等、適正な地価の形成に寄与することを目的とする。

２ 基準地点数

平成２２年度地価調査は、３５８地点を対象に実施した （全国では２２，７０。

１地点）そのうち、宅地関係は３４１地点（全国では２２，１２９地点）であり、

用途別の内訳は第１表のとおりである。

第１表 基準地数用途別内訳

宅 地 関 係

区 分 住宅地 宅 地 商業地 準工業地 工業地 市街化調 林 地 合 計

見込地 整区域内 計

宅地

213 13 79 24 8 4 341 17 358基準地数

(223) (13) (80) (26) (8) (4) (354) (19) (373)

（ ）は昨年度基準地数

３ 価格時点

平成２２年７月１日

４ 価格の判定

各基準地について、１㎡当たり（林地については１０ａ当たり）の価格について

不動産鑑定士の鑑定評価を求め、その結果について、書類審査及び公示価格等との

秤量的検討を行い、標準価格を判定した。
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５ 全国の地価調査結果の概要

○全 国 住宅地、商業地ともわずかに下落幅が縮小。

○三大都市圏 住宅地、商業地とも下落幅が半減。

○地 方 圏 住宅地ではわずかに下落幅が拡大、商業地では下落幅がわずか

に縮小。

第２表

① 対前年度平均変動率 (単位：％)
区 分 住 宅 地 商 業 地

（ ） （ ）全 国 ▲3.4 ▲ 4.0 ▲ 4.6 ▲ 5.9
） ）三大都市圏 ▲2.9 (▲ 5.6 ▲ 4.2 (▲ 8.2
） ）東 京 圏 ▲3.0 (▲ 6.5 ▲ 4.1 (▲ 8.9

（ ） （ ）地 方 圏 ▲3.6 ▲ 3.4 ▲ 4.8 ▲ 4.9
（ ） （ ）東 北 地 方 ▲3.8 ▲ 3.7 ▲ 5.8 ▲ 6.1
（ ） （ ）秋 田 県 ▲4.6 ▲ 4.4 ▲ 7.1 ▲ 7.1

※１ 三大都市圏…東京圏、大阪圏、名古屋圏

２ 東北地方…青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県及び新潟県

３ （ ）は昨年度

② 東北各県の状況（平均価格及び平均変動率）
1)住宅地 (単位：円、％)

秋田県 青森県 岩手県 宮城県 山形県 福島県

18,000 21,600 27,300 32,300 22,100 22,400平 均 価 格

▲ 4.6 ▲ 5.4 ▲ 4.2 ▲ 3.7 ▲ 4.0 ▲ 3.1平均変動率

2)商業地 (単位：円、％)
秋田県 青森県 岩手県 宮城県 山形県 福島県

36,400 43,500 56,300 197,100 49,800 51,400平 均 価 格

▲ 7.1 ▲ 7.0 ▲ 6.8 ▲ 5.9 ▲ 4.9 ▲ 4.6平均変動率

６ 秋田県地価調査結果の概要

本県の全用途 (林地を除く。 )の平均価格及び平均変動率は、２２，６００円 /㎡

（( )内は、昨年度の及び▲５．５％ (２４，２００円 /㎡及び▲５．３％)であった。

平均価格及び平均変動率。以下同じ ）。

県全体では、平成１０年度から１３年連続の下落となり、下落幅は昨年度に比べ

拡大した。

用途別では、住宅地は、１８，０００円 /㎡及び▲４．６％（１９，２００円／

㎡及び▲４．４％）と下落幅はわずかに拡大した。商業地は３６，４００円 /㎡及

び▲７．１％ (３９，６００円 /㎡及び▲７．１％ )と昨年と同じ下落幅となってい
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る。

なお 「宅地関係基準地の用途別平均価格及び平均変動率」は第３表 「林地基、 、

準地の地域特性別平均価格及び平均変動率」は第４表 「平均変動率の推移（秋田、

県と全国との比較 」は第５表 「市町村別・用途別平均価格及び平均変動率表」） 、

は第６表 「地価公示の標準地と同一地点である基準地（共通地点）の状況」は第、

７表 「住宅地及び商業地における価格及び変動率順位表」は第８表 「秋田県の、 、

全国における平均価格順位の推移」は第９表のとおりである。

(1) 住宅地について

本県の平均価格は１８，０００円 /㎡（１９，２００円 /㎡ 、平均変動率は、）

▲４．６％と昨年度の▲４．４％から下落幅はわずかに拡大し、平成１１年度か

ら１２年連続の下落となった。

平均変動率を地域別に見ると、秋田市では▲５．３％(▲５．３％)と昨年と同

率、秋田市以外の地域では▲４．４％(▲４．２％)とわずかだが下落幅は拡大し

た。

また、市町村別に見ると、下落幅が縮小した市町が５市町、拡大したのは１８

市町村、２市村が昨年度と同率であった。

これは、景気低迷、人口減少、郡部での過疎化等により、住宅地需要が減退し

ているにもかかわらず、供給過剰の状態にあるため、地価の下落基調が継続して

いること、また、企業における大幅な生産の減少やそれに伴う雇用情勢の悪化、

さらに個人消費や住宅投資等の低迷などが起因していると考えられる。

(2) 商業地について

本県の平均価格は３６，４００円 /㎡（３９，６００円 /㎡ )、平均変動率は、

▲７．１％と昨年度と同率である。平成５年度から１８年連続の下落となった。

平均変動率について、地域別に見ると、秋田市では▲９．１％（▲８．７％）

秋田市以外の地域では▲６．６％（▲６．５％)であった。

また、市町村別に見ると、下落幅が縮小したのは５市町、拡大したのは１３市

町、２市が昨年度と同率であった。
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(3) その他の用途について

住宅地及び商業地を除くその他の用途における平均価格及び平均変動率は ､宅

， ． （ ， ． 、地見込地では７ １００円/㎡及び▲８ ４％ ７ ７００円/㎡及び▲８ ６％)

市街化調整区域内宅地では１０，５００円/㎡及び▲４．７％（１１，０００円/

㎡及び▲４．４％ 、準工業地では３２，６００円 /㎡及び▲６．４％（３４，）

． ）、 ， ． （ ，８００円/㎡及び▲６ ０％ 工業地では８ ６００円/㎡及び▲７ ７％ ９

４００円/㎡及び▲７．３％）と下落幅はそれぞれわずかに拡大した。

また、林地の平均価格及び平均変動率は３４，６００円/10a及び▲６．９％

（３６，９００円/10a及び▲７．０％）と下落幅がわずかに縮小したが、平成７

年度から１６年連続で下落となった｡


